
基本方針策定の背景及び趣旨

　平成15年に制定された食品安全基本法※の基本理念を踏まえ、本市では、平成17年に「福

岡市食品の安全性確保に関する基本方針～食の安心を求めて～」を策定し、食品の安全性

確保に関する取組を推進してきました。

　その後、食品への薬物混入や食品の偽装表示などの全国的な事件の発生を受け、平成

21 年に「食の安全安心の確保に関する基本方針」と改名するとともに、食への安心感の

醸成に係る施策の方向性を明記する形で、第１次改定を行っています。

　第１次改定以降、食品の広域流通化に伴う都道府県等を越える広域的な食中毒事案が頻

発する状況があるほか、子ども食堂などの食の提供主体の多様化など近年食を取り巻く環

境が変化しています。

　さらに、食品衛生法※の大幅改正による、営業許可制度の見直しや営業届出制度の創設、

令和 3 年 6 月からの HACCP※に沿った衛生管理の制度化、食品の自主回収報告制度の創

設など、行政及び食品関連事業者※はこれらの制度改正に適切に対応していく必要があり

ます。

　このような状況を踏まえ、本市の食の安全・安心の確保に関する施策のさらなる推進を

図るため、今回、　第２次改定を行っております。本改定にあたり、「食品の安全性の確保」

と「食の安全・安心に係る信頼関係の構築」の二つの柱を軸に施策を再編するとともに、「福

岡市食の安全・安心の確保に関する基本方針」と改名し、「食品の安全性」と「食の安心」

に係る施策に取り組んでいくことを明確にしています。

基本方針の位置づけと本市の目指す姿 
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　　本基本方針は、食品安全基本法の理念を踏まえ、本市の食の安全・安心の確保に関する施策

を推進するための基本的な考え方を示すものです。

　　行政、食品関連事業者、消費者、それぞれが主体的に取り組むための共通の指針としての各

主体の責務と役割及び食品安全基本法第７条に定める地方公共団体の責務に基づく本市の自然

的経済的社会的特性を踏まえ実施する施策の方向性を示します。

　　施策の実施にあたっては、「福岡市基本構想※」のもと策定される「実施計画（政策推進プラ

　ン）※」のほか、「福岡市保健福祉総合計画」、「福岡市農林業総合計画」、「福岡市食育推進計画」

など関係する計画と整合を図るものとします。

地方公共団体は、基本理念にのっとり、食品の安全性の確保に関し、国との
適切な役割分担を踏まえて、その地方公共団体の区域の自然的経済的社会的
諸条件に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。

第1章 基本方針の位置づけと本市の目指す姿

①流通拠点としての機能
　　本市は生鮮食品の集積地である中央卸売市場（鮮魚市場、青果市場、食
肉市場）、物流拠点としての機能をもつ福岡空港、博多港を有しています。

②新鮮でおいしい食べ物のまち
　　全国的にも新鮮でおいしい食べ物のまちとして知られており、屋台や辛
子めんたいこなどの特産品があり、多様で豊かな食文化を持つ都市です。

③若者が集うまち
　　市内には大学のほか、短大、専門学校などが多くあり、15～ 29歳（若者）
の人口比率が、大都市の中で最も高い都市です。　　

【参考】食品安全基本法　第７条（地方公共団体の責務）

本 市 の 特 性

第１ 基本方針の位置づけ
　本市はこれまで、食品関連事業者と連携し、生産から製造・加工、流通、販売に至る食品供給

工程の各段階における食品の安全性の確保に関する取組を実施し、その取組を消費者に積極的に

情報提供するとともに、行政、食品関連事業者、消費者の三者で意見交換を行い、信頼関係を構

築していくことで、「食の安全・安心を得ることができる都市」の実現を目指してきました。

　第２次改定後も、食の安全と安心を目指すという基本的な方向性を継承し、行政、食品関連事

業者、消費者がそれぞれの責務と役割を果たしながら、意見交換及び情報交換により相互理解を

深め、連携・協力することによって、「消費者（市民）が、『食の安全・安心』を得ることができる都市」

の実現を目指します。

・総合的な施策の策定と実施
・市民の意見の施策への反映

行政（福岡市）

消費者（市民）が
「食の安全・安心」を
得ることができる都市

【目指す姿と関係者の責務・役割】

の実現

福岡市が目指す姿

連携
・
協力

・正しい知識の理解

・行政（福岡市）や食品関連

   事業者への意見表明

・衛生的な食生活の実践

消費者（市民）

・法令等の規定の遵守
・食品の安全性確保に必要な
   措置の実施
・食品等に関する正確で適切な
   情報提供
・行政（福岡市）の施策への協力
・消費者からの相談等への誠実な
   対応

食品関連事業者

第2  本市の目指す姿
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　本市は「消費者（市民）が、『食の安全・安心』を得ることができる都市」を目指すうえで、「食

品の安全性」及び「食の安心」についての考え方を次のように整理し、施策に取り組むこととします。

１ 食品の安全性とは

　　安全とは客観的なものであり、行政や食品関連事業者により科学的根拠に基づく対策が講じ

られ、健康への悪影響の可能性が許容可能な水準まで抑えられている状態を「食品の安全性」

が確保された状態と考えます。

２ 食の安心とは

　　安心とは主観的なものであり、行政や食品関連事業者による食品の安全性を確保する取組に

ついて、消費者が十分に情報を得ることができ、それを理解し、納得することで、行政や食品

関連事業者に対する信頼が醸成され、食に対する疑問や不安が解消されている状態を「食の安心」

が得られた状態と考えます。

　なお、食品の安全性の確保に関する施策と食の安全・安心に係る信頼関係の構築に関する施策

を総称し、食の安全・安心の確保に関する施策と定義します。

客観的
科学的評価により決定

安　全

主観的
消費者の心理的な判断

安　心

正しい情報の十分な提供
行政、食品関連事業者との意見交換

信　頼

【「食品の安全性」と「食の安心」の関係性】

第３ 食品の安全性と食の安心について
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